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2022 年度末報告書（実⾏団体） 
 
● 提 出 ⽇ ： 2023 年 4 ⽉ 10 ⽇ 
● 事 業 名 ： 社会的処⽅を⽬指した⽣態系モデル構築事業  
● 資⾦分配団体 ： 認定特定⾮営利活動法⼈富⼠⼭クラブ（甲信地域休眠預⾦等活⽤コンソーシアム） 
● 実 ⾏ 団 体 ： 特定⾮営利活動法⼈ bond place 
 

①  実績値 
【資⾦⽀援】 

アウトプット 指標 ⽬標値 
達 成 時
期 

現在の指標の達成状況 
進捗
状況
＊ 

No.1【プレイヤーづくり】  
1-1 先⾏事例で実践されているノ
ウハウや経験を分析し、⼭梨県に
おけるリンクワーカーの役割やス
キルが抽出され、それらが反映さ
れた育成プログラムができた 
 

1-1-1 インタビュー調査
実施回数 

6 回  2022 年
9 ⽉ 
 

10 回 
プログラム参加者と共に先
⾏事例の実践者へのインタ
ビューを実施。中間評価で
プログラム参加者から⽣ま
れた実践も対象にインタビ
ュー調査・分析を実施。 

1 

1-1-2 分析ワークショッ
プ実施回数 

2 回 
 

2024 年
3 ⽉ 
 

0 回 
→事後評価でリンクワーカ
ー育成プログラム参加者の
実践の分析からリンクワー

2 
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カーの役割やスキルを抽出
し、リンクワーカー育成プ
ログラムに必要な要素を整
理する。 

No.1【プレイヤーづくり】  
リンクワーカー育成プログラム  
1-2 まなぶ（ラーニングコミュニテ
ィ形成） 地域の資源や課題が、フィ
ールドワーク・事例検討ワークショ
ップ・システム思考による分析等に
よって整理された 

1-2-1 フィールドワーク
実施報告回数 

45 回 2024 年
3 ⽉ 
 

32 回 1 

1-2-2 事例検討ワークシ
ョップ開催回数  

15 回（5 回×3 年間） 2024 年
3 ⽉ 

1-3-1 と統合 2 

1-2-3 リンクワーカーが
繋がった⼈の数、分野数 

2250 ⼈（リンクワーカー
1 ⼈につき 30 ⼈ずつ） 

2024 年
3 ⽉ 
 

リンクワーカー育成プログ
ラム第 2 期参加者への事後
アンケート実施時に測定。 
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No.1【プレイヤーづくり】  
リンクワーカー育成プログラム  
1-3 つどう（リビングラボ） 拠点づ
くり（地域×分野）・産学官⾦・地域
住⺠協働での対話の場づくり・ロジ
ックモデルづくり・プロトタイプが
⽣まれた 

1-3-1 リビングラボ開催
回数（地域課題対話・ロ
ジックモデルづくり・プ
ロトタイプのアイデア出
し・ふりかえり会） 
 

12 回（4 回×3 年間） 2024 年
3 ⽉ 

9 回 1 
 
 
 
 
 
 

No.1【プレイヤーづくり】  
リンクワーカー育成プログラム  
1-4 むすぶ（次のアクションへつ
なげる） 年度ごとの実践の成果が
発表され、次へのアクションプラ
ンが⽣まれた 

1-4-1 発表会開催回数  15 回（5チーム×3 年
間） 
 

2024 年
3 ⽉ 
 

8回 
（3/25 に 2チーム合同で発
表会を開催） 

2 

1-4-2 発表会参加者数 450 ⼈ 
 

2024 年
3 ⽉ 

424 ⼈ 1 
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No.2【フォロワー・⽂化づくり】  
2-1 1 年⽬：キックオフ・フォーラ
ム「リンクワーカーって？」  
リンクワーカーや社会的処⽅に関
して、地域住⺠・介護医療福祉の
専⾨機関向けに周知を⾏なった 

2-1-1 フォーラム開催回
数  

1 回  
 

2022 年
3 
 

1 回 
2021 年 8 ⽉ 25 ⽇にキック
オフフォーラムを開催。 

2 

2-1-2 フォーラム参加者
数 

100 ⼈ 2022 年
3 ⽉ 

リアルタイム参加：105 ⼈ 
後⽇録画参加：68⼈ 

2 

No.2【フォロワー・⽂化づくり】  
2-2 2 年⽬：５地域の拠点づくり
（分野別拠点）  
拠点ごとの年度報告会の開催 各地
域・分野で⽣み出された実践・プ
ロトタイプの成果を発表した 

2-2-1 報告会開催回数  1 回  2023 年
3 ⽉ 

1 回 
 

2 

2-2-2 報告会参加者数 
 

100 ⼈ 
 

2023 年
3 ⽉ 

71 ⼈ 2 

No.2【フォロワー・⽂化づくり】  
2-3 3 年⽬：5拠点＋全県 地域・分
野を横断したコミュティの形成。そ
れぞれの知や経験を集約し、⼭梨が
つながってみて何ができるか⾒せ
た 

2-3-1 報告会開催回数 1 回  
 

2024 年
3 ⽉ 

0 回 
 

2 

2-3-2 報告会参加者数  
 

200 ⼈  
 

2024 年
3 ⽉ 

0 ⼈ 2 

2-3-3 リンクワーカー・
社会的処⽅の認知度 

フォーラム参加者へのア
ンケート調査。リンクワ
ーカーによる活動への期
待度が⾼まっている状
態。 

2024 年
3 ⽉ 

0 2 

2-3-4 メディア掲載数 新聞・ラジオ・テレビ・
ウェブメディアへの出
演・掲載 

2024 年
3 ⽉ 

0 2 

＊進捗状況：1計画より進んでいる 、2 計画どおり進んでいる 、3計画より遅れている、4 その他 
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② 事業進捗に関する報告 
1.事業計画に掲げた短期アウトカムの達成の⾒込み 

  1.達成の⾒込み   

2.アウトカムの状況 
A：変更項⽬ 
þ変更なし ☐短期アウトカムの内容 ☐短期アウトカムの表現  ☐短期アウトカムの指標 ☐アウトカムの⽬標値 
 

3. (任意）活動に関する報告 
社会的処⽅の学校第 2 期を開催し、21 名が参加した。障害を持つ親⼦のサークルやユニバーサルデザインのお宿、ケアマネージャーによ
る地域づくり拠点やコミュニティナースによる活動などの医療介護福祉に関する地域活動に限らず、地域住⺠がつながる場づくりを⽬指し
た DIY 拠点や珈琲屋、学習⽀援やフリースクール・⼦ども⾷堂などの⼦ども向けの活動、地域で何かやりたい⼈を応援するネットワークづ
くりや起業創業⽀援チームの活動など、16 の活動・事業が展開されている。 

 
③ 広報に関する報告 
1. シンボルマークの使⽤状況 

þ⾃団体のウェブサイトで表⽰している  ☐広報制作物に表⽰している  
☐報告書に表⽰している þ イベント実施時に表⽰している ☐その他 

→「その他」を選択した場合は記載してください（⾃由記述）： 
 
2. 広報 

1.メディア掲載（TV・ラジオ・新聞・雑誌・WEB等） 
・「社会的処⽅の学校」Facebook ページの作成・運⽤ 

2.広報制作物等 
3.報告書等 
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4.イベント開催等（シンポジウム、フォーラム等） 
・3/12【第 1 回】実践プレゼン⼤会 by 社会的処⽅の学校第２期プログラム＠オンライン 
・3/19【第 2 回】実践プレゼン⼤会 by 社会的処⽅の学校第２期プログラム＠オンライン 
・3/25【第 3 回】実践プレゼン⼤会 by 社会的処⽅の学校第２期プログラム＠オンライン 
 

添付資料 

活動の写真（画像データは 1枚２MG以下、3〜4枚程度） 
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④規程類の整備に関する報告  
1.  事業期間に整備が求められている規程類の整備は完了しましたか。 

þ完了  ☐整備中 
 
2. 整備が完了した規程類を webサイト上で広く⼀般公開していますか。 

þ全て公開した ☐⼀部未公開 ☐未公開 
→「⼀部未公開」「未公開」を選択した場合の理由と公開予定⽇： 

 
3.  変更があった規程類に関して資⾦分配団体に報告しましたか。 

þ はい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 

 
⑤ガバナンス・コンプライアンスに関する報告 
1. 社員総会、理事会、評議会は定款の定める通りに開催されていますか。 

þ はい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
2. 内部通報制度は整備されていますか。 

þはい  ☐いいえ 
→「はい」の場合の設置⽅法（複数選択可）：þ内部に窓⼝を設置  ☐外部に窓⼝を設置  ☐ JANPIAの窓⼝を利⽤ 
 

3. 利益相反防⽌のための⾃⼰申告を定期的に⾏っていますか。 
þ はい  ☐いいえ 

→「いいえ」を選択した場合の理由： 
 
4. 関連する規程の定めどおり情報公開を⾏っていますか 
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þ はい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
5. コンプライアンス委員会は定期的に開催されていますか。 

þ はい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
6. 報告年度の内部監査⼜は外部監査を実施予定ですか。（実施済みの場合含む） 
☐内部監査を実施  ☐外部監査を実施  þ 実施する予定がない 

→「実施する予定がない」を選択した場合の理由：NPO法⼈会計基準に準拠し財務諸表を作成しているため 

 
 


